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（２） 2002.12  広報おおの

今
年
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た 

2002年 

⑤
学
校
完
全
週
５
日
制

始
ま
る

１
月16

日
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
▽
第
３
回
都
市
景
観
賞
決
定

2
月10

日
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
開

催
▽
14
日
大
野
准
看
護
学
院
で
最
後

の
載
帽
式
▽
西
二
番
町
屋
住
宅
完
成

3
月１

日
市
子
育
て
支
援
推
進
協
議
会
が

育
児
環
境
の
整
備
に
向
け
報
告
書
を

提
出
▽
23
・
24
日
全
国
す
い
星
会
議

▽
27
日
奥
越
地
域
市
町
村
合
併
共
同

研
究
会
が
調
査
報
告
書
を
提
出
▽
31

日
大
野
市
地
域
情
報
化
計
画
策
定

4
月10

日
平
成
美
濃
街
道
物
語
実
行
委
員

会
が
越
前
大
野
散
策
地
図
を
発
行
▽

30
日
市
町
村
合
併
懇
話
会
が
初
会
合

5
月３

日
「
も
っ
こ
の
会
」
七
間
通
り
に

体
験
工
房
オ
ー
プ
ン
▽
17
日
桃
木
峠

の
大
杉
保
全
協
議
会
発
足
▽
21
日
市

議
会
特
別
委
員
会
の
市
町
村
合
併
意

見
交
換
会
始
ま
る
▽
25
日
無
料
休
憩

所
に
ま
ち
な
か
観
光
案
内
員
配
置
▽

28
日
新
嘗
祭
献
納
米
田
植
え
式
▽
林

野
庁
が
経
ヶ
岳
周
辺
を
含
む
白
山
山

系
の
環
境
整
備
に
向
け
調
査
着
手
▽

第
四
次
行
政
改
革
大
綱
策
定

6
月10

日
市
長
選
・
市
議
会
補
欠
選
挙
告

示
、
市
議
に
小
池
氏
当
選
▽
市
営
バ

①
都
市
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催

⑥
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

認
証
取
得

②
乳
製
品
加
工
体
験
等
施
設

「
ミ
ル
ク
工
房
　
奥
越
前
」
開
館

⑦
予
算
説
明
書
を
全
戸
配
布

③
亀
山
周
辺
整
備

基
本
計
画
を
策
定

⑧
中
野
清
水
公
園
整
備
完
了

④
県
外
か
ら
の
越
美
北
線
利

用
客
に
無
料
観
光
券
配
布

2／26

3／2

3／31

4／1

4／1

4／26

5／1

5／19
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（３）2002.12  広報おおの

市政10大 
ニュース 

あなた
が選ぶあなた
が選ぶ 

的中者に記念品 
投票は、はがき・投票 
用紙・電子メールにて 

あなたが 
　　選ぶ 

平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
も

あ
と
わ
ず
か
。
今
年
も
市
内
外
で

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
印
象
に
残
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
主
な
出
来
事
を
市
政
を
中
心

に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

市
政
10
大
ニ
ュ
ー
ス
は
皆
さ
ん

の
投
票
で
決
定
さ
れ
ま
す
。
写
真

の
16
項
目
の
中
か
ら
10
項
目
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。
順
位
は
関
係

ス
白
山
線
に
新
車
導
入

7
月10

日
台
風
６
号
で
農
産
物
な
ど
に
被

害
▽
大
野
高
琴
サ
ー
ク
ル
が
ウ
ィ
ー

ン
で
開
か
れ
た
世
界
青
少
年
音
楽
祭

に
出
場
▽
市
保
育
士
採
用
試
験
で
国

籍
条
項
廃
止

8
月７

日
精
神
障
害
者
施
設
「
紫
水
の
里
」

が
法
人
認
可
▽
文
部
科
学
省
の
「
豊

か
な
体
験
活
動
地
域
」
に
選
ば
れ
、

市
内
10
校
が
推
進
校
に

9
月22

日
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
拠

点
施
設
「
ね
ん
り
ん
の
里
」
開
所
▽

『
平
家
平
自
然
環
境
調
査
報
告
書
』

発
刊
▽
中
部
縦
貫
道
「
永
平
寺
・
大

野
道
路
」
市
内
全
区
間
の
路
線
測
量

終
了
▽
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界

サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
で
武
井
藍
さ

ん
が
３
位
入
賞

10
月１

日
市
内
路
線
バ
ス
の
時
刻
表
と
路

線
改
正
▽
８
日
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
開

催
▽
10
日
平
成
大
野
屋
「
は
い
か
ら

茶
屋
」
オ
ー
プ
ン
▽
24
日
下
庄
公
民

館
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
▽

28
日
保
健
推
進
員
協
議
会
が
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
受
賞

11
月大

野
城
跡
の
発
掘
調
査
開
始

あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
番

号
順
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
多
数

の
投
票
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

投
票
方
法

は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
項
目
番
号
を
番
号

順
に
明
記
し
、
市
役
所
秘
書
広

報
課
広
報
広
聴
係
（
〒
９
１
２

―
８
６
６
６
天
神
町
１
―
１
）

ま
で
郵
送
。
ま
た
、
各
公
民
館

や
図
書
館
・
市
民
課
の
窓
口
な

ど
に
投
票
用
紙
と
投
票
箱
を
備

え
て
い
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
は

表
題
に
「
市
政
10
大
ニ
ュ
ー
ス

投
票
」
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

yam
abiko@

city.ono.fukui.jp

締
め
切
り

12
月
19
日
l
（
当
日

の
消
印
有
効
）

賞
品

10
項
目
が
的
中
し
た
人
に

図
書
券
を
進
呈
。
た
だ
し
的
中

者
多
数
の
場
合
、
抽
選
で
10
人

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑬
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
　

⑨
ふ
る
さ
と
林
道

美
山
・
大
野
線
開
通

⑩
市
町
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催

⑪
８
年
ぶ
り
の
市
長
選
挙

天
谷
光
治
氏
が
３
選

⑭
大
野
ア
ー
ト
・
ウ
エ
ー
ブ
の

創
作
活
動
行
わ
れ
る

⑫
小
山
工
業
団
地
へ

タ
ニ
コ
ー
㈱
進
出
決
ま
る

5／30

5／30

6／17

7／5

8／5

8／12～

⑮
お
お
の
明
倫
館
２
０
０
２

開
講

⑯
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

試
行
運
転
開
始

10／6

11／1
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（４）

学
校
医
と
し
て
二
十
一
年
余

り
、
児
童
の
健
康
管
理
と
健
康

診
断
な
ど
健
康
の
向
上
・
指
導

に
尽
力
、
学
校
保
健
の
発
展
に

寄
与体

育
指
導
員
と
し
て
二
十
三

年
余
り
、
地
域
住
民
の
社
会
体

育
全
般
に
わ
た
り
指
導
力
を
発

揮
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽

力
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
寄
与

市政に関するさまざまな活動に携わ

り、その充実と発展に貢献した市民を

顕彰する市長表彰が、11月３日「文化

の日」に行われました。その表彰を受

けた19人を紹介します。（50音順）

教
育
文
化
功
労

多田　勝己さん
（48歳・横枕）

米野　邦彦さん
（60歳・明倫町）

臼 井　 淳さん
（59歳・元町）

行
政
相
談
員
と
し
て
十
七
年

余
り
、
行
政
全
般
に
対
し
市
民

の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
問
題

の
解
決
に
尽
力
、
行
政
の
民
主

的
な
運
営
に
寄
与

保
護
司
と
し
て
十
六
年
以

上
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ

て
過
ち
に
陥
っ
た
人
た
ち
の
更

生
に
尽
力
、
個
人
と
公
共
の
福

祉
に
寄
与

民
生
委
員
、
児
童
委
員
と
し

て
十
二
年
余
り
、
社
会
奉
仕
の

精
神
を
も
っ
て
住
民
の
福
祉
面

に
お
け
る
相
談
、
調
査
に
尽
力
、

個
人
と
公
共
の
福
祉
に
寄
与

社
会
事
業
功
労

三 宅　 さん

（77歳・天神町）

金森　睦麿さん
（48歳・友兼）

室谷壽鶴夫さん
（71歳・中荒井町一丁目）

奥 村　 さん

（73歳・下丁）

光仙　賢誠さん
（64歳・小矢戸）

平成14年度 

市政功労者 

大
野
市
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
と
し
て
十
六
年
余

り
、
国
民
健
康
保
健
事
業
の
健

全
な
運
営
と
市
民
の
健
康
づ
く

り
に
尽
力
、
市
民
の
健
康
福
祉

の
発
展
に
寄
与

保
健
推
進
員
と
し
て
二
十
三

年
余
り
、
健
康
づ
く
り
の
地
域

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
健
康
推
進

活
動
に
尽
力
、
保
健
衛
生
の
発

展
に
寄
与

保
健
衛
生
功
労

阿部　真也さん
（55歳・元町）

海野あ江子さん
（76歳・吉野町）

行
政
連
絡
事
務
嘱
託
員
（
区

長
）
と
し
て
十
五
年
余
り
、
地

域
住
民
の
福
祉
向
上
と
地
区
自

治
活
動
に
尽
力
、
地
方
自
治
の

発
展
に
寄
与

自
治
振
興
功
労

山田　鷹雄さん
（81歳・春日一丁目）

石塚　一男さん
（77歳・泉町）

2002.12  広報おおの
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（５）2002.12  広報おおの

消
防
功
労

篠原　吉榮さん
（57歳・阿難祖地頭方）

宮西清敦雄さん
（61歳・友兼）

佐々木常雄さん
（59歳・新庄）

佃　賢治郎さん
（59歳・阿難祖地頭方）

齊 藤 充さん
（56歳・中荒井町一丁目）

杉 本 洵さん
（60歳・千歳）

保健推進員協議会・下庄公民館が大臣表彰

大野市保健推進員協議会が10月28日、厚

生労働大臣表彰を受けました。

同協議会は健康づくりを推進するため、

長年にわたり健診の受診率向上に努めたほ

か、健康体操やストレッチング教室の開催、

寸劇を使ったがん予防講習会などの活動が

高く評価されました。

下庄公民館が10月24日、文部科学大臣表

彰を受けました。

同公民館は壮年組織が中心となり、若

者が社会参加しやすいよう青年団体の組織

づくりを積極的に働きかけたほか、湧水地

の復元やおおの城まつりへのみこしでの参

加などを通して積極的にまちづくり活動を

行ったことが高く評価されました。
健康体操教室の様子

おおの城まつりでみこしを担ぐ下庄倶楽部

産
業
振
興
功
労

羽生　貞夫さん
（69歳・中据）

土
地
改
良
区
理
事
と
し
て
十

八
年
間
、
農
業
経
営
の
安
定
の

た
め
農
業
基
盤
整
備
事
業
に
尽

力
、
農
業
経
営
の
安
定
と
農
業

振
興
に
寄
与

消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
、
地
域
防
災
活
動
と
消
防
使

命
の
達
成
に
尽
力
、
市
民
生
活

の
安
定
保
全
と
消
防
の
発
展
に

寄
与

本
人
の
希
望
に
よ
り
、
掲

載
し
て
お
り
ま
せ
ん
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（６） 2002.12  広報おおの

報　　　　酬 大野市嘱託職員の任用等に関する要綱の規定を適用（各社会保険あり）
試 験 日 程 12月22日h午前9時～　市役所　筆記試験（一般常識・作文）面接試験
申込受付期間 12月2日i～16日i（当日消印有効）
申し込み方法 市販の履歴書に必要事項を記入の上、上部余白に「文化振興室嘱託職員受

験」または「富田公民館嘱託職員受験」とそれぞれ朱書きし、直接または
郵送で提出

申し込み・問い合わせ先
〒912ー8666 大野市天神町１－１
教育委員会　庶務課（166・１１１１内線511）

◆文化振興室
募集人員 １人（採用予定日：平成15年１月１日）

業務内容 文化、芸術事業の企画・運営、庶務

採用条件 年齢45歳以下（平成15年１月１日現在）

大野市に居住していること

土・日曜日に勤務ができること

パソコンの基礎技能があること

◆富田公民館
募集人員 １人（採用予定日：平成15年１月１日）

業務内容 講座や各種学級などの企画・運営

採用条件 年齢50歳以下（平成15年１月１日現在）

大野市に居住していること

土・日曜日に勤務ができること

パソコンの基礎技能があること

で
行
い
ま
す
。
各
地
区
の
最
終
収

集
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
二
十
八
日
と
三
十
日
は
午

後
四
時
三
十
分
ま
で
、
特
別
に
ご

み
の
持
ち
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

空
き
び
ん
の
回
収
は
、
積
雪
に

よ
り
一
月
・
二
月
は
休
業
で
す
。

三
月
ま
で
各
家
庭
で
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

く
み
取
り
業
者
は
二
十
八
日
か

ら
一
月
五
日
ま
で
休
業
と
な
り
ま

す
。
年
末
は
大
変
込
み
合
い
ま
す

の
で
、
業
者
へ
の
依
頼
は
早
め
に

し
て
く
だ
さ
い
。

十
二
月
二
十
八
日
、
一
月
四
日

は
午
後
一
時
か
ら
九
時
ま
で
、
十

二
月
二
十
九
、
一
月
一
・
二
・
三
・

五
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時

ま
で
急
患
の
診
療
を
行
い
ま
す
。

保
険
証
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

図
書
館
は
、
二
十
八
日
か
ら
一

月
四
日
ま
で
休
館
で
す
。

ま
た
十
二
月
十
四
日
か
ら
来
年

三
月
末
日
ま
で
は
、
図
書
の
貸
し

出
し
期
間
を
二
週
間
か
ら
三
週
間

に
延
長
し
ま
す
。

出
生
届
や
婚
姻
届
、
死
亡
届
な

ど
は
、
休
み
の
間
で
も
宿
直
室
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

税
務
課
で
納
税
に
関
す
る
相
談

や
納
付
の
特
別
窓
口
を
二
十
九
日

と
三
十
日
に
開
設
し
ま
す
。

燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み

は
、
三
十
日
の
月
曜
収
集
地
区
ま

で
行
い
ま
す
。
缶
類
・
古
紙
類
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
二
十
五
日
ま

住
民
票
や
各
種
証
明
書
の
発
行

な
ど
の
業
務
は
二
十
七
日
ま
で
行

い
ま
す
。
年
末
年
始
は
特
に
混
雑

し
ま
す
の
で
、
用
件
は
お
早
め
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

住
民
票
と
税
証
明
は
電
話
で
予

約
が
で
き
ま
す
。
市
民
窓
口
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
３
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
課
窓
口
は
27
日
ま
で

く
み
取
り
は
早
め
に

休
み
の
間
の
急
患
は

図
書
の
貸
し
出
し

ご
み
収
集
30
日
ま
で

納
税
窓
口
を
特
別
に
開
設

日 

曜 

27 

金 

28 

土 

29 

日 

30 

月 

31 

火 

１ 

水 

２ 

木 

３ 

金 

４ 

土 

５ 

日 

６ 

月 

 

市
民
課 

窓
　
口 

ご
み
の 

持
ち
込
み 

税
務
課

 

納
税
窓
口 

し
　
　
尿 

く
み
取
り 

休
日
急
患 

診
療
所 

図
書
館 

平
　
常 

平
　
常 

平
　
常 

休 休 

休 

休 休 

休 

休 

平
　
常 

平
　
常 

平
　
常 

休 

休 

平
　
常 

平
　
常 

平
　
常 

休 休 

平
　
常 

午
後
４
時 

3
0
分
ま
で 

午
後
４
時 

3
0
分
ま
で 

午
前
9
時
〜 

    

午
後
５
時 

午
前
9
時
〜 

    

午
後
５
時 

午
前
9
時
〜 

    

午
後
9
時 

午
前
9
時
〜 

    

午
後
9
時 

午
前
9
時
〜 

    

午
後
9
時 

午
前
9
時
〜 

    

午
後
9
時 

午
前
9
時
〜 

    

午
後
9
時 

午
後
１
時
〜 
    

午
後
9
時 

午
後
１
時
〜 

    

午
後
9
時 

教育委員会の嘱託職員を募集

年
末
年
始

市
の
業
務
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婚
葬
祭
、
疾
病
な
ど
急
に
家
庭

で
保
育
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

き
の
一
時
的
な
保
育

各
保
育
園
の
特
別
保
育
に
つ
い

て
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。
平
成

15
年
度
か
ら
変
更
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
育
園
ま

た
は
市
役
所
福
祉
課
児
童
係
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
15
年

４
月
か
ら
市
内
の
幼
稚
園
（
公
立
）

へ
入
園
を
希
望
す
る
園
児
の
申
し

込
み
を
、
次
の
と
お
り
受
け
付
け

ま
す
。

資
格

平
成
15
年
４
月
１
日
現
在

で
、
満
３
歳
以
上
の
幼
児

申
込
期
間

12
月
２
日
i
〜
20
日

m
申
し
込
み
方
法

学
校
教
育
課
ま

た
は
公
立
幼
稚
園
に
あ
る
入
園

願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

入
園
希
望
幼
稚
園
に
提
出

入
園
決
定

３
月
中
に
入
園
許
可

証
を
送
付

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

学

校
教
育
課
（
1
66
・
１
１
１
１

内
線
５
２
１
）

保
育
園
と

公
立
幼
稚
園
へ
の

入
園
申
し
込
み
を

　
　
　
受
け
付
け

保
育
園
と

保
育
園
と

公
立
幼
稚
園
へ
の

公
立
幼
稚
園
へ
の

入
園
申
し
込
み
を

入
園
申
し
込
み
を

　
　
　
受
け
付
け

　
　
　
受
け
付
け●

保
育
料
に
つ
い
て

保
育
料
は
、
保
育
料
徴
収
基
準

審
議
会
の
審
議
・
答
申
に
基
づ
き

改
正
さ
れ
ま
す
。
入
園
児
童
の
年

齢
と
保
護
者
（
父
母
の
み
）
の
所

得
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
、
納
付
は

毎
月
末
に
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
人
数
に
よ
り

軽
減
措
置
の
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
特
別
保
育
な
ど

共
働
き
家
庭
の
増
加
や
核
家
族

化
の
進
行
な
ど
に
よ
る
、
就
労
と

育
児
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、

市
内
の
各
保
育
園
で
特
別
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

乳
児
保
育

家
庭
で
保
育
の
で
き

な
い
乳
児
（
０
歳
児
）
の
保
育

延
長
保
育

通
常
午
後
５
時
ま
で

の
保
育
時
間
を
、
午
後
６
時
30

分
ま
た
は
午
後
７
時
ま
で
延
長

一
時
的
保
育

仕
事
の
都
合
や
冠

平
成
15
年
４
月
か
ら
市
内
の
保

育
園
（
公
立
・
私
立
）
へ
入
園
を

希
望
す
る
乳
幼
児
の
申
し
込
み

を
、
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

資
格

原
則
と
し
て
平
成
14
年
12

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
、
保
護

者
が
病
気
や
仕
事
な
ど
で
保
育

で
き
な
い
家
庭
の
乳
幼
児

申
込
期
間

12
月
２
日
i
〜
20
日

m
申
し
込
み
方
法

市
役
所
ま
た
は

最
寄
り
の
保
育
園
に
備
え
て
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
関
係
書
類
を
添
え
て
提
出

入
園
決
定

面
接
と
調
査
を
行
い
、

３
月
中
に
可
否
を
通
知

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福

祉
課
児
童
福
祉
係
（
1
66
・
１

１
１
１
内
線
４
７
４
）

2002.12  広報おおの （７）

市 内 保 育 園 一 覧
定
員
（人）

○

○
○
○
○
○
○
○

延
　
長

保 育 園 名 電　話 所　在　地
公
　
私

北 部 保 育 園
義 景 保 育 園
春 日 保 育 園
あ か ね 保 育 園
荒 島 保 育 園
六 呂 師 保 育 園
い と よ 保 育 園
上 庄 保 育 園
いなやま保育園
誓 念 寺 保 育 園
亀 山 保 育 園
開 成 保 育 園
誓念寺中野保育園
篠 座 保 育 園

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

乳
　
児

○

○

一
時
的

公
公
公
公
公
公
私
私
私
私
私
私
私
私

66･2750
66･3333
66･4005
66･5273
66･4103
67･1625
66･3848
64･1217
66･0038
65･6167
65･1104
65･1103
65･6166
65･6570

中荒井町1-202
清水119-12-1
日吉町24-6
水落町7-24
蕨生126-29
南六呂師169-124
清和町710
稲郷43-5
篠座94-39
錦町4-17
水落町3-35
新庄5-15-2
中野64-18-3
篠座74-32

60
60
60
45
45
40
120
90
90
70
60
120
90
60

市内公立幼稚園一覧市内公立幼稚園一覧

幼 稚 園 名 電　話 所　在　地
定
員
（人）

50
60
70
80
70

牛ケ原66-1
下舌9-1-1
稲郷27-11
上野42-17
伏石11-14

65･6263
65･2911
64･1140
66･4257
67･1070

乾 側 幼 稚 園
小 山 幼 稚 園
上 庄 幼 稚 園
富 田 幼 稚 園
阪 谷 幼 稚 園

保
育
園

公
立
幼
稚
園
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保
健センタ

ー
健
康通信

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）
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2002.12 №165

始めよう！健康づくり

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
愛
媛
大
学
付

属
病
院
の
医
師
に
よ
る
講
演
で
は

「
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
こ

と
が
健
康
づ
く
り
を
考
え
る
上
で

最
も
大
切
で
あ
る
」
こ
と
な
ど
が

分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
ご
ろ

か
ら
市
内
で
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
二
つ

の
団
体
に
よ
り
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
保
健
推
進
員
協
議
会

は
、
地
域
で
健
康
診
査
の
受
診
を

呼
び
か
け
る
活
動
や
、
各
地
区
の

集
落
セ
ン
タ
ー
で
健
康
体
操
や
ダ

ン
ベ
ル
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

の
講
習
を
開
く
な
ど
の
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
団
体
、
食
生
活
改

善
推
進
員
連
絡
協
議
会
は
、
公
民

館
や
集
落
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

健
康
料
理
の
講
習
会
を
開
く
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
年
一
回
、
保
健
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の

食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
カ
ロ
リ
ー

の
摂
取
量
な
ど
を
学
び
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
に
つ
い
て
広
く
知
っ

て
も
ら
う
「
健
康
ラ
ン
チ
バ
イ
キ

ン
グ
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
康
な
体
を
つ
く
る
に
は
、
ま

ず
一
人
ひ
と
り
の
積
極
的
な
取
り

組
み
が
大
切
で
す
。

普
段
か
ら
、
こ
ま
め
に
体
を
動

か
す
こ
と
や
、
塩
分
や
糖
分
の
取

り
過
ぎ
に
注
意
す
る
こ
と
な
ど
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ

う
な
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り

に
少
し
で
も
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
十
一
月
か
ら
「
健
康
づ
く
り

定
例
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
定
例
会
は
、
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

よ
り
元
気
に
過
ご
せ
る
方
法
を
考

え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
暮
ら
せ
る

方
法
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
寝

た
き
り
に
な
ら
な
い
工
夫
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
内
容
に
つ
い
て
意
見

を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。
関
心
の

あ
る
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

ま
た
セ
ン
タ
ー
で
は
健
康
診
査

や
健
康
相
談
、
が
ん
や
骨
密
度
な

ど
の
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
い
日
程
な
ど
は
、
お
問
い
合
わ

～ちょっと気になる健康料理～

食生活改善推進員（若葉会）の皆さんがお勧め
する、貧血予防に効果のある鉄分豊富な料理を紹
介します。

～鉄分たっぷり！ひじきのカレー煮～
①ひじきは、たっぷりの水に浸して戻し、水気を
切る
②豚肉は５㌢くらいの長さに切る。ニンジン、ゆ
でタケノコは乱切りにし、パセリは大きめのみ
じん切りにする。シメジは小さな房に分ける
③厚手の鍋で豚肉を炒め、油が出てきたら①②を
加えて炒める。酒を加え煮立ったら、材料がか
ぶるぐらいの水、しょう油、カレー粉を加えふ
たをして煮る。途中で上下を返す
④汁気がなくなったら、パセリを混ぜ、火を消す

地
域
に
根
ざ
し
た
健
康
づ
く
り
に
向
け
、
十
月

に
有
終
会
館
で
「
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
開
い
た

も
の
で
す
。

地
域
で
支
え
る
二
団
体

準備する材料（４人分）
豚肉　　　　　２００㌘　酒　　　　２０㍉㍑
ひじき（乾） ２０㌘　パセリ　　　１０㌘
ニンジン　　　１２０㌘　水　　　　　　適量
ゆでタケノコ　１２０㌘　しょう油　大さじ２
シメジ　　　　１００㌘　カレー粉　小さじ２

運
動
や
食
事

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
考
え
、

実
践
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら

お
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

最
初
に
普
段
か
ら
積
極
的
に
健

康
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
人
た
ち

の
体
験
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
「
規
則
正
し
い
生

活
の
大
切
さ
」「
無
理
を
し
な
い

で
自
分
に
あ
っ
た
方
法
で
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
」
な
ど
が

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

考
え
よ
う
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消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ166・1111 内線464（ ）

（９）

市　役　所
生活環境課

暮
ら
し
の
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暖
房
器
具
と
し
て
よ
く
使
わ
れ

る
ス
ト
ー
ブ
に
は
石
油
や
電
気
、

ガ
ス
な
ど
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
原
因
と
す
る
火
災
の
多

く
は
、
布
団
や
衣
類
、
紙
類
な
ど

燃
え
や
す
い
も
の
へ
の
引
火
に
よ

る
も
の
で
す
。

ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
寝
て

し
ま
い
、
布
団
や
衣
類
な
ど
に
火

が
燃
え
移
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が

多
く
、
特
に
電
気
ス
ト
ー
ブ
は
、

炎
が
出
な
い
と
い
う
安
心
感
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
原
因
で
火
災
に
至
る

こ
と
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
可
燃
物
が
原
因
と
し
て
起

こ
る
火
災
の
ほ
か
、
灯
油
の
給
油

ミ
ス
を
原
因
と
す
る
火
災
も
多
く

あ
り
ま
す
。

ス
ト
ー
ブ
の
火
を
つ
け
た
ま
ま

給
油
し
引
火
し
た
ケ
ー
ス
や
、
タ

ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
が
し
っ
か
り
と

締
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
灯

油
が
漏
れ
引
火
し
た
ケ
ー
ス
な
ど

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
温
風
吹
き

暖暖房房器器具具のの事事故故

出
し
口
や
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
、

整
髪
剤
や
殺
虫
剤
な
ど
の
エ
ア
ゾ

ー
ル
缶
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
ガ

ス
ボ
ン
ベ
な
ど
を
置
く
こ
と
は
大

変
危
険
で
す
。

缶
が
加
熱
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
中
に
詰
め
ら
れ
て
い
る
薬
品

や
ガ
ス
が
膨
張
。
破
裂
し
、
け
が

を
す
る
場
合
や
、
薬
品
、
ガ
ス
が

漏
れ
出
し
、
火
災
の
原
因
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

低
温
や
け
ど
は
、
四
十
〜
五
十

度
の
比
較
的
低
い
温
度
の
も
の
に

長
時
間
接
触
し
、
皮
膚
の
内
部
が

や
け
ど
を
負
っ
て
し
ま
う
症
状
で

す
。
表
面
的
に
は
軽
い
や
け
ど
に

見
え
て
も
、
細
胞
の
組
織
の
一
部

が
死
ん
で
し
ま
う
た
め
、
ひ
ど
い

冬
本
番
を
迎
え
、
家
庭
や
職
場
で
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を

使
う
こ
の
季
節
、
暖
房
器
具
を
原
因
と
し
て
起
こ
る
火

災
や
事
故
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

燃
え
や
す
い
も
の
な
ど

近
く
に
置
か
な
い

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

ス
プ
レ
ー
缶
高
熱
に
注
意

低
温
や
け
ど

場
合
に
は
、
患
部
の
切
断
や
皮
膚

移
植
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

暖
房
器
具
の
近
く
で
子
ど
も
が

遊
ん
で
い
て
、
気
が
つ
い
た
ら
背

中
を
低
温
や
け
ど
し
て
い
た
ケ
ー

ス
や
、
電
気
あ
ん
か
を
使
用
し
水

ぶ
く
れ
が
で
き
た
と
い
う
ケ
ー
ス

な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
低
温
や
け
ど
を
負

っ
た
場
合
は
、
医
師
の
診
療
を
早

め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
暖
房
器
具
を
使
っ
て
い
る
と
き

は
そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い
。
離

れ
る
場
合
は
、
必
ず
火
を
消
し

ま
し
ょ
う

・
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

の
近
く
に
は
、
毛
布
や
衣
類
、

紙
な
ど
の
燃
え
や
す
い
物
や
、

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
置
か
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
寝
る
前
に
寝
室
や
布
団
を
温
め

て
お
く
な
ど
、
な
る
べ
く
就
寝

中
は
暖
房
器
具
を
使
わ
な
い
工

夫
を
。
電
気
毛
布
は
、
低
め
の

温
度
に
設
定
し
ま
し
ょ
う

・
長
期
間
保
管
し
た
灯
油
は
、
成

分
が
変
質
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
直
射
日
光
が
当
た
る

場
所
や
高
温
の
場
所
に
保
管
し

た
も
の
は
、
使
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
異
常
燃
焼
や
故

障
の
原
因
と
な
り
ま
す
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食
物
連
鎖
の
中
で
ど
ん
ど
ん
濃
縮

さ
れ
、
や
が
て
人
間
の
体
へ
蓄
積

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人
間
の
体
に
入
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
九
割
以
上
が
食
べ
物
か
ら

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

動
物
性
脂
肪
の
も
の
に
多
く
含

ま
れ
、
そ
の
代
表
に
は
、
肉
類
や

乳
製
品
、
赤
身
の
魚
、
母
乳
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
食
物
中

に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

量
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
日
常
生

活
で
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
量
を

摂
取
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
防

ぐ
に
は
、
廃
棄
物
な
ど
の
処
理
を

適
正
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

法
律
に
基
づ
く
構
造
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
小
型
焼
却
炉
で
の

焼
却
や
野
焼
き
な
ど
は
、
不
完
全

燃
焼
に
つ
な
が
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
が
発
生
し
や
す
い
原
因
と
な

り
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
、
こ
れ
以

上
増
や
さ
な
い
た
め
、
ご
み
の
焼

却
は
、
高
温
に
よ
る
完
全
燃
焼
が

可
能
で
、
除
去
設
備
な
ど
が
整
っ

た
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
1
65
・
６
１
２
０
）
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ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
炭
素
・

酸
素
・
水
素
・
塩
素
が
熱
せ
ら
れ

る
過
程
で
発
生
す
る
物
質
で
、
ご

み
を
焼
却
す
る
過
程
や
化
学
薬
品

を
製
造
す
る
過
程
な
ど
で
発
生
す

る
ほ
か
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
や

森
林
火
災
、
火
山
活
動
な
ど
で
も

発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

塩
素
を
含
む
も
の
を
燃
や
す
際

に
多
く
発
生
し
ま
す
。
そ
の
代
表

的
な
も
の
と
し
て
、
塩
分
を
含
ん

だ
ご
み
や
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

青
酸
カ
リ
や
サ
リ
ン
よ
り
も
強

い
毒
性
を
持
ち
、
が
ん
や
奇
形
を

引
き
起
こ
す
影
響
が
人
体
に
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

無
色
、
無
臭
で
水
に
溶
け
に
く

く
油
に
溶
け
や
す
い
ほ
か
、
極
め

て
分
解
さ
れ
に
く
い
性
質
を
持
つ

こ
と
か
ら
、
生
物
の
体
内
に
あ
る

脂
肪
に
溶
け
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が

作
家
が
一
定
期
間
地
域
に
滞
在

し
、
そ
の
土
地
の
人
た
ち
と
交
流

し
な
が
ら
創
作
活
動
を
行
う
『
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

ス
（
以
後
Ａ
Ｉ
Ｒ
）』。
大
野
ア
ー

ト
ウ
エ
ー
ブ
実
行
委
員
会
は
、
そ

の
Ａ
Ｉ
Ｒ
の
運
営
な
ど
を
行
う
グ

ル
ー
プ
で
す
。

現
在
メ
ン
バ
ー
は
約
三
十
人
。

今
年
の
八
月
下
旬
か
ら
約
二
カ
月

間
、
清
瀧
に
設
け
た
ア
ト
リ
エ

（
工
房
）
で
行
わ
れ
た
Ａ
Ｉ
Ｒ

「
大
野
ア
ー
ト
ウ
エ
ー
ブ
」
の
準

備
や
運
営
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。「

二
年
前
、
彫
刻
家
の
講
演
で

Ａ
Ｉ
Ｒ
の
話
を
聞
き
、
ぜ
ひ
大
野

で
や
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」

と
実
行
委
員
長
の
田
中
進
さ
ん
。

昨
年
の
十
一
月
ま
ず
メ
ン
バ
ー

が
「
Ａ
Ｉ
Ｒ
と
は
何
か
」
を
学
ぶ

と
こ
ろ
か
ら
活
動
は
始
ま
り
ま
し

た
。
先
進
地
視
察
ほ
か
、
中
高
生

（１０）

大野アート・ウエーブ
実行委員会

������������������������������������������������

や
新
成
人
な
ど
約
五
百
人
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
し
て
活

動
全
体
の
方
向
性
を
模
索
。
作
品

の
テ
ー
マ
や
素
材
な
ど
を
決
め
、

本
年
、
二
人
の
作
家
を
招
き
ま
し

た
。期

間
中
、
ア
ト
リ
エ
を
訪
れ
た

人
か
ら
は
「
出
来
上
が
っ
た
作
品

を
美
術
館
で
見
る
の
と
違
い
、
作

品
を
作
る
過
程
が
見
ら
れ
て
よ
か

っ
た
」
「
作
家
と
話
し
て
、
も
の

づ
く
り
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
情

熱
を
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
た
ほ
か
、
メ
ン
バ
ー
の
中
に

は
、
毎
日
の
よ
う
に
ア
ト
リ
エ
を

訪
れ
る
う
ち
作
家
と
仲
良
く
な
り
、

作
り
方
を
教
わ
っ
て
自
分
の
作
品

を
仕
上
げ
た
と
い
う
人
も
。

二
人
の
作
家
も
「
地
域
の
人
と

の
会
話
や
お
互
い
の
創
作
活
動
が

良
い
刺
激
と
な
っ
た
、
こ
の
経
験

を
今
後
の
作
品
づ
く
り
に
生
か
し

た
い
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

「
実
際
に
や
っ
て
み
て
、
Ａ
Ｉ

Ｒ
が
ど
ん
な
も
の
か
と
い
う
こ
と

が
や
っ
と
実
感
で
き
ま
し
た
。
次

の
大
野
ア
ー
ト
・
ウ
エ
ー
ブ
は
、

よ
り
充
実
し
た
内
容
の
も
の
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
」
と
豊
富
を
語

る
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。

完
成
し
た
作
品
は
、
市
内
に
展

示
し
、
気
軽
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
、
実
行
委
員
長
の
田
中
さ

芸
術
通
し
刺
激
感
じ
て
欲
し
い

今月のスナップ

チームワークで素早い放水
「大野消防団放水競技大会」

ごみ？ゴミ？⑨
ダイオキシンってなあに

■「広報おおの」では、皆さんの

活動や意見など、さまざまな内容

を募集しています。あなたも紙面

に参加しませんか。

〒９１２－８６６６大野市天神町

１－１市役所秘書広報課広報広聴

係（166・１１１１内線４４０）

yamabiko@city.ono.fukui.jp

食
品
か
ら
の
摂
取
は
？

物
が
燃
え
る
と
き
発
生

廃
棄
物
は
適
正
に
処
理

微
量
で
も
強
い
毒
性

一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座一環として阪谷小学校で行ったアート体験講座
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阪
谷
小
学
校
で
は

思
い
や
り
の
心
を
育

て
よ
う
と
、
十
年
以

上
前
か
ら
福
祉
に
関

す
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
一
〜
三
年
生
が
聖
和

園
、
四
〜
六
年
生
が
九
頭
龍
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
施
設
を
訪
問
。
事

前
に
車
い
す
体
験
な
ど
疑
似
体
験

を
行
い
、
体
験
を
通
し
て
お
年
寄

り
や
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
へ
の

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
六
年
生
は
、
地
域
の
一
人

暮
ら
し
や
二
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
と
、
手
紙
の
交
換
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
交
流
は
卒
業
前

に
後
輩
へ
と
引
き
継
が
れ
る
な
ど
、

学
校
ぐ
る
み
で
お
年
寄
り
と
の
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

県
立
盲
学
校
の
生
徒
と
は
、
声
を

録
音
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
交

換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2002.12  広報おおの （１1）
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学
校
で
は
年
三
回
、
幼
稚
園
児

も
参
加
し
て
行
う
「
大
集
会
」
を

開
催
。
こ
の
日
は
施
設
の
人
や
お

年
寄
り
な
ど
を
招
き
、
一
緒
に
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。

十
一
月
に
行
っ
た
「
秋
の
大
集

会
」
で
は
、
祖
父
母
や
地
域
の
お

年
寄
り
、
盲
学
校
の
生
徒
が
参
加
。

学
年
発
表
や
昔
遊
び
な
ど
の
ゲ
ー

ム
に
続
き
、
児
童
の
手
作
り
の
お

店
で
輪
投
げ
や
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

お
店
で
は
お
金
に
代
わ
り
ベ
ル

マ
ー
ク
や
古
切
手
を
使
用
し
、
集

ま
っ
た
も
の
を
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付
。
全
校
挙
げ
て
福
祉
へ
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆

育てよう思いやりの心

阪谷小学校

図書館 の 本 

今回は第二次世界大戦中のイギ

リスで、田舎に疎開した九歳の少

年をめぐる物語です。

栄養失調でひどくやせた上、い

じけた状態でトム老人の家へ預け

られた少年が、ぶっきらぼうなが

らもきめ細やかなトム老人の愛情

や疎開先の友人たちに包まれ、傷

ついた心をいやし成長していく様

子が描かれています。

少年のはらはらさせられる出来

事に一喜一憂しながら、読み終え

たときにほっと胸をなでおろす、

そんな一冊です。

『おやすみなさいトムさん』

始
め
ま
し
た
。
投
稿
を
始
め
一
年

ほ
ど
た
っ
た
こ
ろ
、
全
国
に
支
部

を
作
る
話
が
持
ち
上
が
り
、
私
が

福
井
の
事
務
局
を
引
き
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
ん
で
す
」

会
で
は
、
月
に
一
度
〃
歌
会
〃

を
開
い
て
お
互
い
の
作
品
を
評
価

す
る
そ
う
で
、
そ
こ
へ
の
参
加
が

良
い
刺
激
と
な
り
、
さ
ら
に
歌
づ

く
り
が
楽
し
く
な
る
と
の
こ
と
。

「
五
行
歌
の
魅
力
は
、
制
限
が

少
な
く
自
由
に
表
現
で
き
る
と
こ

ろ
。
会
員
の
中
に
は
自
分
の
考
え

て
い
る
こ
と
を
文
字
に
表
す
こ
と

で
、
心
が
整
理
さ
れ
る
と
い
う
人

も
い
ま
す
。
年
齢
に
関
係
無
く
気

軽
に
楽
し
め
る
も
の
な
の
で
、
も

っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が
作
る
よ
う

に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono. fukui. jp

こんにちは こんにちは こんにちは 
安
川
美
恵
子
さ
ん
は
「
ふ
く
い

五
行
歌
会
」
の
代
表
を
務
め
て
い

ま
す
。
五
行
歌
は
日
本
の
こ
れ
ま

で
の
詩
型
か
ら
新
し
く
考
え
ら
れ

た
、
自
由
で
書
き
や
す
く
完
成
し

や
す
い
短
い
歌
で
、
平
成
六
年
か

ら
全
国
に
広
ま
り
始
め
ま
し
た
。

基
本
的
な
ル
ー
ル
は
『
五
行
で

ふ
く
い
五
行
歌
会
代
表

安
川
美
恵
子
さ
ん
（
四
十
三
歳
・
医
王
寺
）

書
く
。
例
外
と
し
て
四
行
・
六
行

の
も
の
も
認
め
る
。
一
行
は
基
本

的
に
一
句
を
意
味
し
、
一
息
で
読

め
る
程
度
の
長
さ
と
す
る
。
音
数

に
制
限
は
無
い
が
、
全
体
と
し
て

歌
ら
し
い
感
じ
を
持
つ
こ
と
』
な

ど
で
、
そ
れ
以
外
に
一
切
制
約
の

無
い
自
由
な
形
式
の
歌
で
す
。

安
川
さ
ん
が
書
き
始
め
た
の
は

四
年
ほ
ど
前
、
雑
誌
で
た
ま
た
ま

目
に
し
た
作
品
に
引
か
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

「
以
前
か
ら
文
章
な
ど
で
自
分

を
表
現
し
た
い
と
思
い
、
雑
誌
に

エ
ッ
セ
イ
の
投
稿
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
あ
る
と
き
男
性
の
作

品
と
は
思
え
な
い
ぐ
ら
い
柔
ら
か

な
表
現
の
五
行
歌
を
見
か
け
、
自

分
で
も
そ
ん
な
作
品
を
書
け
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
雑
誌
に
投
稿
を

ミシェル・マゴリアン　著

中村妙子　訳　　評論社
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秘書広報課広報広聴係166・1111

（１2）

 話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

「真名川水辺の楽校」の計画作りに向け、子
どもたちから「行ってみたい川・遊んでみたい
川」のアイデアを出してもらおうと11月２日、
「川の模型づくりワークショップ」が行われま
した。実際に現地を見学後、畳約１枚分の模型
を作成。みんなでアイデアを盛り込みました。
現在、計画作りに向け、公開による推進協議会
を開催しています。興味のある人は事務局の建
設課河川係までご連絡ください。

都市整備課で進めている「街なみ環境整備事
業」の一環として10月14日、「大野街なみ探検」
が行われました。地元の人や建築を専攻する大
学生など約80人が参加。旧城下町地域を散策後、
実際に感じたことなどを楽しみながら地図上に
まとめました。今後もこのような取り組みを通
し、皆さんからの意見を方針に反映させていき
たいと考えています。

理想の川を模型で表現、真名川水辺の楽校

「川の模型づくり」
見て歩いて考えよう

「大野街なみ探検」

大野明倫館の修了生でつくる「越前大野もてなし隊」
が10月14日、スターランドさかだにを会場に「越前大野
特選・芋鍋会＆稲（いな）かっぺ選手権」を開催しまし
た。市内外から参加した約40人が、稲株投げやトラクタ
ー試乗などのゲームを楽しんだ後、地元産の有機野菜が
ふんだんに使われた芋鍋を味わいました。

芋鍋会で実りの秋体感

牛ケ原、西市、矢、丁地区で進められていた県営

ほ場整備事業がほぼ完了し、10月22日に記念碑除幕

式と完成式典が行われました。区画整理面積は延べ

２４０㌶で、総事業費は58億１千６百万円。全体の

約８割が１㌶以上の大区画となったほか、用排水の

パイプライン工事などが行われました。

ほ場整備完了祝う

計
画
作
り
な
ど
に
向
け
、
参
加
者
が
実

際
の
体
験
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
や
気

づ
い
た
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
ま
と
め
て

い
く
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
」
を
用
い

た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

実
体
験
か
ら

実
体
験
か
ら

　
ア
イ
デ
ア
さ
ま
ざ
ま

　
ア
イ
デ
ア
さ
ま
ざ
ま

実
体
験
か
ら

実
体
験
か
ら

　
ア
イ
デ
ア
さ
ま
ざ
ま

　
ア
イ
デ
ア
さ
ま
ざ
ま

実
体
験
か
ら

実
体
験
か
ら

　
ア
イ
デ
ア
さ
ま
ざ
ま

　
ア
イ
デ
ア
さ
ま
ざ
ま

実
体
験
か
ら

　
ア
イ
デ
ア
さ
ま
ざ
ま

Ｈ14．12月号のコピー  02.11.22 6:42 PM  ページ 7



2002.12  広報おおの （１3）

身近な話題をお知らせください。

 話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

手作りの品ずらり

てらまつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

友好市町・能生町から紅ズワイガニも

三大朝市物産まつり、10月26～27日

愛らしい姿披露「大野屋まえかけコンテスト」

平成大野屋まつり２００２、10月27日

愛らしい姿披露「大野屋まえかけコンテスト」

平成大野屋まつり２００２、10月27日

愛らしい姿披露「大野屋まえかけコンテスト」

平成大野屋まつり２００２、10月27日

愛らしい姿披露「大野屋まえかけコンテスト」

平成大野屋まつり２００２、10月27日

愛らしい姿披露「大野屋まえかけコンテスト」

平成大野屋まつり２００２、10月27日

愛らしい姿披露「大野屋まえかけコンテスト」
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平成大野屋まつり２００２、10月27日

愛らしい姿披露「大野屋まえかけコンテスト」

平成大野屋まつり２００２、10月27日
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平成大野屋まつり２００２、10月27日

愛らしい姿披露「大野屋まえかけコンテスト」

平成大野屋まつり２００２、10月27日
幅広いジャンルから力作

第36回大野市総合文化祭、11月１～４日

幅広いジャンルから力作

第36回大野市総合文化祭、11月１～４日
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幅広いジャンルから力作

第36回大野市総合文化祭、11月１～４日

お
お
に
ぎ
わ
い

地場産の４０００食を堪能

第12回そば祭り、10月30日

地場産の４０００食を堪能

第12回そば祭り、10月30日
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地場産の４０００食を堪能

第12回そば祭り、10月30日

地場産の４０００食を堪能
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地場産の４０００食を堪能

第12回そば祭り、10月30日

地場産の４０００食を堪能
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第12回そば祭り、10月30日

地場産の４０００食を堪能

第12回そば祭り、10月30日

メードイン大野、一堂にＰＲ

２００２おおの産業フェア、10月19～20日

メードイン大野、一堂にＰＲ

２００２おおの産業フェア、10月19～20日
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焼焼焼焼却却却却炉炉炉炉のののの規規規規制制制制がががが強強強強化化化化さささされれれれままままししししたたたた
＜家庭用焼却炉は使用不可！＞

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づく廃棄物処理基準

が改正され、12月１日から焼却炉の構造基準が大幅に強化されまし

た。

これまでの家庭用焼却炉は、この基準を満たしていないため使用

できなくなりましたので、ご注意ください。

少しでもごみを減らす努力を
これからは、廃棄物を焼却して処分するのではなく、

『いろいろな方法でごみを減らし（リデュース）』『再使用（リユ

ース）』『再利用（リサイクル）』する、ということが大切です。

どうしても不要なものについて、ステーションに出すようにして

ください。皆さんの理解と協力をお願いします。

問い合わせ先 生活環境課（166・１１１１内線４６３）

と
き
は
、
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
年
金
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
５
）

平
成
15
・
16
年
度
の
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

申
請
者
の
要
件

建
設
業
者

建
設
業
許
可
業
者
で
、
毎
年

2002.12  広報おおの

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

の
機
関
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

・
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
1

66
・
２
０
７
６
）

・
市
役
所
生
活
環
境
課
（
1
66
・

１
１
１
１
）

・
大
野
警
察
署
（
1
65
・
０
１
１
０
）

１
月
１
日
現
在
で
所
有
す
る
事

業
用
償
却
資
産
に
対
し
て
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
市
内

に
該
当
す
る
資
産
を
保
有
も
し
く

は
貸
し
付
け
て
い
る
法
人
や
個
人

は
、
地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
資
産
は
、
法
人
税

法
ま
た
は
所
得
税
法
に
基
づ
く
所

得
の
計
算
上
、
減
価
償
却
費
と
し

て
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入

さ
れ
る
機
械
・
器
具
・
装
置
・
備

品
・
車
両
・
運
搬
具
・
構
築
物
な

ど
で
す
。

期
限
の
１
月
31
日
m
ま
で
に
必

ず
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

最
近
、
粗
大
ご
み
や
建
設
廃
材

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
廃
棄
物
を
、
人

目
に
付
き
に
く
い
河
川
や
山
林
な

ど
へ
投
棄
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
不
法
投
棄
を
無
く
す
た

め
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
監
視

役
と
な
り
、
大
野
の
美
し
い
自
然

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

県
・
市
・
警
察
で
は
、
不
法
投

棄
を
防
止
す
る
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
、
次

12月

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

資
産
税
係
（
1
66
・
１
１
１
１

内
線
４
２
６
）

●
西
里
団
地

規
格

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数

若
干

家
賃

月
額
６
９
０
０
円
〜

１
万
１
４
０
０
円

資
格

一
定
の
収
入
基
準
範
囲
で

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
期
限

12
月
20
日
m

そ
の
他

町
家
住
宅
も
若
干
空
き

が
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都

市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
1
66

・
１
１
１
１
内
線
３
５
３
）

遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金

の
加
入
者
ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
資
格
期

間
を
満
た
し
た
人
が
死
亡
し
た
場

合
に
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
、
未
婚
の
18
歳

未
満
（
１
、
２
級
障
害
者
は
20
歳

未
満
）
の
子
の
あ
る
妻
、
ま
た
は

子
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
死
亡
し
た
人
に
国
民

年
金
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る

今
月
は
不
法
投
棄
等

防
止
啓
発
月
間

生
活
環
境
課

（１4）

経
営
事
項
審
査
を
受
け
て
い
る

も
の

測
量
業
者
等

測
量
、
建
築
設
計
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
業
務
を

営
む
者
で
、
関
係
法
令
に
基
づ

く
登
録
を
受
け
て
い
る
も
の

受
付
期
間

平
成
15
年
１
月
７
日

j
〜
２
月
28
日
m

申
請
用
紙

市
指
定
の
様
式
あ
り

※
大
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
可
能
で
す

問
い
合
わ
せ
先

検
査
監
理
室

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
３
８
１
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課

指
名
願
い
受
付
に
つ
い
て

検
査
監
理
室

冬の備えは大丈夫ですか？

雪雪にに備備ええるる週週間間
12月１日～７日

快適な冬は、一人ひとりの協力か
ら。冬を迎えるにあたってのルール
やマナーについてみんなで話し合い、
協力して雪対策を進めましょう。

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
31
日
ま
で
に

税
務
課

遺
族
基
礎
年
金

受
給
要
件
の
お
知
ら
せ

市
民
課
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玄
関
の
げ
た
箱
の
上
に
飾
れ
る

よ
う
な
、
小
さ
い
門
松
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

12
月
18
日
k
午
後
７
時
〜

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師

松
田
忠
雄
さ
ん

定
員

15
人
程
度

申
込
締
切
日

12
月
13
日
m

そ
の
他

材
料
費
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
道
具
な
ど
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
1
65
・
７

２
２
１
）

屋
根
雪
下
ろ
し
の
作
業
者
を
紹

介
す
る
窓
口
が
、
平
成
13
年
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野
（
大
野
公
共
職

業
安
定
所
）
か
ら
市
役
所
総
務
課

へ
変
わ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
自
力
で
屋
根
雪
下
ろ

し
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
世
帯
を

対
象
に
、
登
録
し
た
作
業
者
の
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
屋
根
雪
下
ろ
し
作
業
は
有

料
と
な
り
ま
す
。

可
能
な
人
は
登
録
を

屋
根
雪
下
ろ
し
の
作
業
が
可

2002.12  広報おおの

午
後
３
時
〜
８
時

場
所

市
内
の
公
衆
浴
場
６
会
場

東
湯
・
改
盛
湯
・
亀
山
湯
・
キ

ュ
ー
ピ
ー
湯
・
白
山
湯
・
日
乃

出
湯
（
五
十
音
順
）

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
保
係
　

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
７
）

市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
疾
病

の
早
期
発
見
と
予
防
の
た
め
、
30

歳
以
上
70
歳
未
満
の
人
を
対
象
に

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
診
期
間

平
成
15
年
３
月
29
日

n
ま
で

申
込
締
切
日

平
成
15
年
１
月
31

日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市

民
課
国
保
係
（
1
66
・
１
１
１

１
内
線
４
５
８
）

70
歳
以
上
の
人
が
運
転
免
許
証

を
更
新
す
る
場
合
、
事
前
に
自
動

車
学
校
で
高
齢
者
講
習
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
そ
の
高
齢
者
講
習
が
、

大
変
混
み
合
っ
て
い
ま
す
。
公
安

委
員
会
か
ら
通
知
が
届
い
た
ら
、

早
め
に
講
習
の
申
し
込
み
（
電
話

予
約
可
）
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

能
な
人
は
、
総
務
課
ま
で
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
（
電
話
に
よ

る
登
録
可
）

や
む
を
得
な
い
場
合
に
紹
介

ど
う
し
て
も
自
力
で
屋
根
雪

下
ろ
し
を
行
う
こ
と
が
困
難
な

人
を
対
象
に
、
登
録
し
て
い
る

作
業
者
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

行
政
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内

線
２
４
４
）

寒
い
こ
の
季
節
、
薬
草
風
呂
に

つ
か
っ
て
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

日
時

12
月
22
日
h

●INFORMATION

（１5）

ミ
ニ
門
松
作
り
講
座

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

薬
草
風
呂
の
無
料
開
放

市
民
課

な
お
、
更
新
は
奥
越
運
転
者
教

育
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
野
自
動
車
学

校
（
1
66
・
５
０
５
０
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
わ

い
せ
つ
な
画
像
や
残
酷
な
暴
力
シ

ー
ン
な
ど
、
青
少
年
に
有
害
な
影

響
を
与
え
る
よ
う
な
情
報
が
は
ん

ら
ん
し
て
い
ま
す
。

財
団
法
人
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
協

会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
有
害
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
接
続
を
自
動
的
に

制
限
す
る
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ

フ
ト
」
の
無
償
配
布
を
行
っ
て
い

ま
す
。

同
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
の
設
定
を
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
/nm
da/or.jp/enc/rating

ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報

遮
断
ソ
フ
ト
無
償
配
布

財
団
法
人
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
協
会

申
し
込
み
は
お
早
め
に

更
新
前
の
高
齢
者
講
習

各
自
動
車
学
校

屋
根
雪
下
ろ
し

作
業
者
の
登
録
と
紹
介

総
務
課

12月４日から10日までは「人権週間」です。
人権擁護委員は、家庭内や近隣とのもめごと、いや

がらせ、いじめなどの相談に応じています。相談は無
料で、相談者の秘密は固く守られます。
毎月第１・第３木曜日の午後１時30分から午後３時

30分まで有終会館別館
で人権相談所を開設し
ています。気軽に相談
してください。
人権擁護委員
多田　正則（伏石　167・１４９１）
松田まつ枝（要町　166・０８２３）
堂東　昭子（中野　166・３７１０）
松田八重子（城町　166・５５３４）
上田　輝司（森政領家　165・１７９１）
廣瀬　円昌（蕨生　165・４０２４） ※敬称略

悩みごとの相談は
人権擁護委員まで

工業統計調査、石油等消費構造統計調査

平成 14 年 12 月 31 日

ご協力をお願いします。
12月31日は工業統計調査、石油等消費構造統計調査の

日です。調査票が届いたら、同封された「調査票記入の
しかた」をご覧の上、漏れなく記入ください。ご協力を
お願いします。

経済産業省・福井県・大野市

人
間
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

市
民
課

お正月をのんびりと

ああああっっっっ宝宝宝宝んんんんどどどど
１月２日から営業

※プールは１月３日から営業

Ｈ14．12月号のコピー  02.11.22 6:42 PM  ページ 8



2002.12  広報おおの

枚
ぐ
ら
い
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
使
っ
て

い
る
う
ち
に
傷
む
の
で
、
冬
に
な
る
と
毎
年

の
よ
う
に
十
〜
二
十
枚
は
織
っ
て
い
ま
し
た

ね
。
大
き
な
織
り
機
は
い
ろ
り
の
周
り
で
場

所
を
取
る
た
め
、
普
段
は
ば
ら
ば
ら
に
し
て

片
付
け
て
お
き
、
十
日
間
ほ
ど
で
集
中
し
て

織
る
計
画
を
立
て
、
縄
を
な
い
、
準
備
が
出

来
た
と
こ
ろ
で
組
み
立
て
た
ん
で
す
よ
」

一
畳
ほ
ど
の
大
き
さ
の
む
し
ろ
は
、
二
人

一
組
で
一
日
に
三
枚
織
る
の
が
や
っ
と
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
出
来
上
が
っ
た
む
し
ろ
は
、

雨
に
遭
わ
せ
な
い
な
ど
使
い
方
に
気
を
付
け

る
こ
と
で
何
十
年
も
使
え
る
ほ
ど
丈
夫
な
も

の
。
今
で
も
精
米
後
の
熱
さ
ま
し
や
、
山
菜

の
天
日
干
し
に
利
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
が
普
及
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
農
作
業
で
む
し
ろ
を
使
う
こ

と
が
少
な
く
な
り
、
冬
に
織
る
こ
と
も
無
く

（１6）

小
雪
・
大
雪
・
冬
至

と
節
気
が
足
早
に
過
ぎ

る
と
慌
た
だ
し
さ
を
感

じ
、
早
く
年
賀
状
を
書

か
な
く
て
は
と
気
が
焦

る
。
最
近
は
パ
ソ
コ
ン

で
作
る
人
が
多
く
な
り
、
年
賀
は
が
き
も
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
の
売
り
上
げ
が
好
調
と
か
。
活

字
離
れ
と
言
わ
れ
る
若
者
た
ち
の
電
子
メ
ー
ル

を
打
ち
こ
む
姿
を
見
て
い
る
と
そ
れ
も
納
得
▼

経
済
成
熟
社
会
で
は
、
既
成
の
も
の
に
飽
き
足

ら
な
く
な
り
、
自
分
流
の
情
報
ア
レ
ン
ジ
大
好

き
。
デ
ジ
タ
ル
処
理
を
す
れ
ば
、
写
真
や
文
字

を
合
成
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
目
立
っ

た
も
の
に
で
き
る
。
普
通
に
写
真
を
は
が
き
に

し
た
も
の
と
違
っ
て
、
い
ら
な
い
部
分
を
切
り

捨
て
欲
し
い
部
分
だ
け
を
と
っ
て
き
た
「
い
い

と
こ
ど
り
」
の
年
賀
状
が
来
年
も
届
く
だ
ろ
う

▼
何
年
か
前
ま
で
は
、
あ
て
名
の
保
存
が
可
能

で
下
手
な
字
で
書
か
な
く
て
も
済
む
ワ
ー
プ
ロ

印
刷
の
年
賀
状
が
多
か
っ
た
。
ガ
リ
版
印
刷
の

経
験
し
か
な
い
年
代
に
と
っ
て
は
小
型
印
刷
機

を
持
っ
た
感
じ
が
し
た
が
、
そ
の
ワ
ー
プ
ロ
も

製
造
中
止
と
時
代
遅
れ
▼
一
方
、
七
十
〜
八
十

年
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
使
っ
て
い
た
大
き

な
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
も
、
九
十
年
代
以
降

は
手
の
平
サ
イ
ズ
が
低
価
格
で
出
回
り
全
盛
時

代
。
そ
れ
も
風
前
の
と
も
し
び
で
、
さ
ら
に
容

量
の
大
き
い
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
や
デ
ジ
タ

ル
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
の
出
番
。
ワ
ー
プ
ロ
か
ら

パ
ソ
コ
ン
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
か
ら
デ
ジ

タ
ル
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
と
、
世
の
流
れ
と
は
い

う
も
の
の
早
過
ぎ
る
▼
時
代
遅
れ
と
言
わ
れ
て

も
よ
い
。
新
年
の
あ
い
さ
つ
は
肉
筆
の
年
賀
状

を
書
き
た
い
。
気
は
焦
る
が
…
（
安
）

五
箇
公
民
館
の
一
角
に
あ
る
一
台
の
む
し

ろ
織
り
機
。
こ
れ
は
西
勝
原
の
林
ち
さ
と
さ

ん
（
七
十
歳
）
が
所
有
し
て
い
た
も
の
で
、

二
十
年
程
前
に
地
域
で
古
い
も
の
を
残
そ
う

と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
と
き
に
公
民
館
へ
寄

付
し
た
そ
う
で
す
。
織
り
機
に
は
細
い
縄
が

張
ら
れ
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
織
り
か
け
の

状
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
当
時
、
む
し
ろ
は
農
作
業
の
必
需
品
。

も
み
や
豆
、
小
豆
に
山
菜
な
ど
、
収
穫
し
た

も
の
を
天
日
干
し
す
る
と
き
に
は
必
ず
使
っ

て
い
ま
し
た
。
ど
こ
の
家
に
も
五
十
〜
六
十

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数

人　　　口

男

女

９月中の異動

11月１日現在

11,901世帯

40,180人

19,236人

20,944人

前　月　比

＋22世帯

－7人

－5人

－2人

転 入

転 出

66人

67人

出 生

死 亡

33人

39人

総　件　数

件　数

死　者

傷　者

物損事故

件数内訳

543件

150件

7人

197人

393件

平成14年
10 月 末

比 較
平成13年
10 月 末

581件

146件

2人

181人

435件

－38件

＋4件

＋5人

＋16人

－42件

人
身
事
故

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）
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例
年
よ
り
早
い
雪
に
今
冬
の

積
雪
量
が
気
に
な
り
ま
す
。
最

近
の
長
期
予
報
で
は
平
年
並
み

と
あ
り
、
人
に
尋
ね
る
と
「
多

い
」「
少
な
い
」
と
答
え
は
バ

ラ
バ
ラ
…
や
は
り
天
気
ば
か
り

は
ふ
た
を
あ
け
て
み
な
い
と
分

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
か
ぜ
を
ひ
か
ぬ
よ
う
頑

張
り
ま
し
ょ
う
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

織
り
か
け
の
む
し
ろ
織
り
機

林
　
ち
さ
と
さ
ん
（
西
勝
原
）

96

な
り
ま
し
た
。
こ
の
織
り
機
も
何
度
も
捨
て

て
し
ま
お
う
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
む
し

ろ
を
織
る
作
業
を
知
ら
な
い
人
に
見
て
欲
し

い
と
思
い
、
織
り
か
け
で
残
っ
て
い
た
も
の

を
寄
付
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
家
族

で
い
ろ
り
を
囲
ん
で
一
生
懸
命
に
縄
仕
事
を

し
て
い
た
こ
と
が
、
今
で
も
目
に
浮
か
ん
で

く
る
よ
う
で
す
よ
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

約
四
〇
〇
年
の
歴
史
を
持
つ

と
い
わ
れ
る
七
間
朝
市
。
十
月

末
に
行
わ
れ
た
「
三
大
朝
市
物

産
ま
つ
り
」
に
は
、
た
く
さ
ん

の
市
民
や
観
光
客
が
訪
れ
大
に

ぎ
わ
い
。
通
り
の
あ
ち
こ
ち
で

は
、
ゴ
ザ
の
上
に
所
狭
し
と
農

産
物
を
並
べ
た
お
ば
ち
ゃ
ん
た

ち
と
楽
し
い
会
話
の
や
り
と
り

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

表
紙
の
こ
と
ば
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